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生成AIの関与度 判定フロー
作品ごとに判定します。作者に区分は付きません。

Q1 制作工程で、AI技術を一切使っていない
生成・非生成を問わず、AI機能を全く使用していない

はい

区分 A 生成的関与なし
いいえ

Q2 入力に無かったものが、出力に現れたか
AIが新たな表現要素を生成したかどうか

現れていない ＝ 整え直しただけ
・誤字脱字の自動校正
・ノイズ除去・超解像・手ブレ補正
・被写体の自動選択・背景切り抜き

現れた ＝ 新たに生成された
・背景をAIに生成させた
・生成塗りつぶしで対象を追加した
・AIラフを下敷きに描いた

現れていない

区分 B 非生成的補助のみ
現れた

Q3 生成された部分を取り除いても、作品として成立するか
例：背景のみAI／素材の一部／参考にしただけ　→　成立する

成立する

区分 C 従属的生成
成立しない

Q4 人間の加筆・編集が、新たな創作的表現といえる程度か
トリミング・色味補正・軽微な修正・部分的な消去は「単なる調整」であり、
創作的表現には達していない

達している

区分 D 主要部分の生成
＋実質的改変

達していない

区分 E 全面的生成

迷ったら、AIの関与が大きいほうの区分を申告してください
C か D で迷えば D、D か E で迷えば E。関与を小さく申告すると虚偽申告になりますが、大きく申告してもなりません。

作品の中で部分ごとに区分が違う場合
関与が最も大きい区分を全体の区分として申告し、内訳を付記します。　例：区分D（人物：A／背景：D）

この図で判定できるのは「区分」だけです
表示には水準（V0〜V4）が必要です。区分は作品に、水準は作者に付きます。
水準は作者の証跡管理体制に対する検証の度合いです。詳細は規格本体をご覧ください。

来歴 B-V3 検証済
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